
§２０ 典型元素（非金属）とその化合物 Ⅰ
気体の色

Ｐ oint.４８ １４族元素 Ｃ・Ｓｉ NO2 赤褐色

①イオンにならない Cl2 黄緑色

②価電子 ４ 共有 結合

その他 無色

Ｃ・・・同素体 ダイヤモンド ・ 黒鉛 ・ 無定形炭素 フラーレン

Ｓｉ・・半導体 クラーク数・・・地殻を構成する元素の割合

第２位 ２５ ％

第１位元素 酸素 ５０ ％

共有結合性結晶 第３位 Ａｌ ９％

ＣＯ・・・・有毒 水に溶けない気体

ＣＯ２・・・ＣａＣＯ３ ＋ ２ＨＣｌ → ＣａＣｌ２ ＋ ＣＯ２ ＋Ｈ２Ｏ

ＳｉＯ２・・石英 共有結合性結晶

Ｐ oint.４９ １５族元素 Ｎ・Ｐ

①イオンにならない

②価電子 ５ 共有結合

Ｐ・・・・同素体 赤リン

黄リン 水中保存

ＮＯ・・・無色 水に溶けない

(製法) 銅に希硝酸を加える

ＨＮＯ３（希硝酸） ＋３Ｈ＋＋３ｅ－ → ＮＯ＋２Ｈ２Ｏ･･･ ①

Ｃｕ →Ｃｕ２＋ ＋ ２ｅ－ ･･･ ②

①×２＋②×３

２ＨＮＯ３（希硝酸） ＋６Ｈ＋＋６ｅ－ → ２ＮＯ＋４Ｈ２Ｏ･･･ ①

３Ｃｕ →３Ｃｕ２＋ ＋ ６ｅ－ ･･･ ②

３Ｃｕ ＋ ２ＨＮＯ３＋６Ｈ＋ →３Ｃｕ２＋＋２ＮＯ＋４Ｈ２Ｏ

両辺に６ＮＯ３
－を加える。

３Ｃｕ ＋ ８ＨＮＯ３ →３Ｃｕ(ＮＯ３）２＋２ＮＯ＋４Ｈ２Ｏ

ＮＯ２・・・赤褐色 水に溶ける

(製法) 銅に濃硝酸を加える

２ＨＮＯ３（濃硝酸） ＋２Ｈ＋＋２ｅ－ → ２ＮＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

Ｃｕ → Ｃｕ２＋ ＋ ２ｅ－

Ｃｕ＋ ２ＨＮＯ３ ＋２Ｈ＋ →Ｃｕ２＋ ＋ ２ＮＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

Ｃｕ＋ ４ＨＮＯ３ →Ｃｕ(ＮＯ３）２＋２ＮＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

Ｐ２Ｏ５ ４Ｐ ＋ ５Ｏ２ → ２Ｐ２Ｏ５

Ｐ２Ｏ５ ＋ ３Ｈ２Ｏ → ２Ｈ２ＰＯ４

乾燥剤 中性・酸 性の気体
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乾燥剤のまとめ → はダメ →以外はＯＫ 例外

酸性の乾燥剤 酸性の気体 １．濃Ｈ２ＳＯ４ Ｈ２Ｓ

濃Ｈ２ＳＯ４・Ｐ２Ｏ５ 酸化還元反応するため

中性の乾燥剤 中性の気体 ２．ＣａＣｌ２ ＮＨ３

ＣａＣｌ２ ＣａＣｌ２・８ＮＨ３となる

塩基性の乾燥剤 塩基性の気体

ＣａＯ・ソ－ダ石灰

ＮＨ３ アンモニア

製法 ①Ｎ２ ＋ ３Ｈ２ → ２ＮＨ３ （ハーバー法）触媒 Fe3O4

②２ＮＨ４Ｃｌ ＋ Ｃａ(ＯＨ)２ → ２ＮＨ３＋ＣａＣｌ２＋ ２Ｈ２Ｏ

（強塩基 ）

性質 ①無色

②刺激臭

③水によく溶ける

④空気より軽い

⑤上方置換

⑥濃塩酸に近づけると白煙を生じる ＨＣｌ ＋ ＮＨ３→ＮＨ４Ｃｌ

⑦ネスラ－試薬を加える 黄褐色

ＨＮＯ３ 硝酸

製法 ①ＫＮＯ３ ＋ Ｈ２ＳＯ４ → ＫＨＳＯ４ ＋ＨＮＯ３

（不揮発性 ）

②アンモニア酸化・・・・オストワルト法（ （１）の触媒 Ｐｔ ）

４ＮＨ３ ＋ ５Ｏ２ → ４ＮＯ ＋ ６Ｈ２Ｏ ・・・・(1)
２ＮＯ ＋ Ｏ２ → ２ＮＯ２ ・・・・・・・・･(2)
３ＮＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ → ２ＨＮＯ３ ＋ ＮＯ・・・(3)

１つにまとめると

(１)＋(２)×３＋（３）×２

４ＮＨ３＋ ８Ｏ２→ ４ＨＮＯ３＋ ４Ｈ２Ｏ

ＮＨ３＋ ２Ｏ２→ ＨＮＯ３＋ Ｈ２Ｏ

性質 ①酸化力 Cu・Hg・Ag をとかす

２ＨＮＯ３（濃硝酸） ＋２Ｈ＋＋２ｅ－ → ２ＮＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

Ｃｕ → Ｃｕ２＋ ＋ ２ｅ－

Ｃｕ＋ ４ＨＮＯ３ →Ｃｕ(ＮＯ３）２＋２ＮＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

②金属と反応して水素発生

③硝酸塩は水に溶ける

④濃塩酸と混合すると王水ができる Ｐｔ・Ａｕ をとかす

⑤濃硝酸 不動態 Ａｌ・Ｆｅ ・Ｎｉをとかさない

問題 1.7ＫｇＮＨ３から 63%硝酸は何Ｋｇできるか
ＮＨ３＋ ２Ｏ２→ ＨＮＯ３＋ Ｈ２Ｏ

1.7Ｋｇ χＫｇ χ=６．３Ｋｇ
17ｇ ６３ｇ ６．３／０．６３＝１０Ｋｇ
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